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⼀般的に⾼齢期に特有な疾患は、遺伝素因と環境素因を⽐べるとより後者
に重きがあると考えられ、その発症や進⾏と⽣活習慣病との関連が知られ
るものが多いが、疾患によっては遺伝関与が⾼いものがあること、また、
ゲノム情報による薬効予測や層別化など、注⽬されているゲノム医療の推
進において⾼齢期の疾患は決して対象外ではないと思われる。しかしなが
ら、ゲノム情報が⾼速かつ安価に得られるようになった現在でも多型や変
異について意義付けされたものの⽅が少ないのも現実であり、AIを⽤いた
アノテーション技術も開発される中、地道なウエット実験によるエビデン
スの取得はアノテーションのみならず、ドラッグリポジショニングや新薬
開発においても⾮常に重要な鍵を握っている。

⾼齢者のADLを損なう運動器疾患は、⾼齢者のQOLならびに介護予防にお
いて最重要課題のひとつである。⽣物製剤を含む治療法の開発・実⽤が進
んでいる⾻粗鬆症やリウマチとは異なり、変形性関節症や脊柱管狭窄症は
罹患者が多いにもかかわらず、その開発基盤となる分⼦情報が限られてお
り、それに基づいた治療法は未だほとんどない。遺伝学的⼿法を⽤いた解
析から、このような関節疾患の関連分⼦やパスウェイを⾒出すべく、現在
進⾏中の研究の進捗についてご紹介したい。


